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文責：校長 藤谷 寛

11月１日の記念式典まであと18日となりました。「自分たちの手でお祝いを！」という気運

も日増しに高まっており、着々と準備が進んでおります。

本号では最近行われた「二つの大きな出会い」についてお伝えいたします。

「落書きバス制作」10/9

秋北バスさんのご厚意で、2016、

2019、2022に引き続き落書きバス制

作を行いました。各学年が浅内小に

ちなんだ絵柄を考え、バスをキャン

バスに思う存分描きました。

開始から約２時間、はじめは真っ

白だった車体も、画伯たちのがんば

りにより、とても賑やかなバスに生

まれ変わりました。

なお、実際に走行している様子は

ブログ「ロケット団報」に掲載して

おりますので、ぜひご覧ください。

「劇練習会」10/3

11 月１日の記念式典では、子ども

たちが、能代小劇場代表の梅田敏雄

さんが制作された劇「小学生日記」

を演じます。この劇は、本校の卒業

生である梅田さんが、150周年を記

念し制作してくださった書き下ろし

です。

この日は２回目の練習会。声の出

し方から立ち位置や動きまで、梅田

さんが手取り足取り教えてください

ました。

劇は約１時間の大作です。当日会

場にてぜひご覧ください。

ロケット団報浅 内 小 Ｈ Ｐ



【自由記述項目】

⑳その他、ご意見、ご要望等がありましたらお書きください。

・学校（遠足や運動会等）で撮影された写真が買えるようになったらいい。

現在、個人情報の関係で児童の画像については慎重な対応が求められることもあり、す

ぐの導入は難しい状況ではございますが、今後の検討課題の一つとさせていただきます。

・登校の際、熊の警戒を考えると坂を上りきった所にも１人立っていた方がよいのではと思う。

熊対策については、近隣の小中学校と連絡を取り合いながら対応を協議しております。

児童を迎える体制の一課題として今後検討してまいります。

・長期休みの宿題について。まだ低学年のため、親の見守りや関わりが必要な内容が多く正直か

なり負担だった。宿題の内容等の検討をしてもらえたらありがたいと感じた。

いただいたご意見を踏まえ、今後の宿題の内容や量、進め方について、学年ごとの発達

段階に応じた適切な在り方を、校内で検討してまいります。

・友達同士でもめた場合、両方の意見を聞き、両方を注意をしてもらいたい。

児童同士のトラブルが生じた際、本校では平等な指導を行うよう努めてまいりましたが、日

々の指導の中で一人一人の思いにより丁寧に寄り添う姿勢や、保護者の皆様のご心配にしっか

り応えていくことの大切さを、改めて感じております。

今回いただいたご意見を真摯に受け止め、今後も児童の心に寄り添い、公平で丁寧な対応を

一層心がけてまいります。

・子供同士のトラブルはつきものだが、1 人に対して大勢になるような事が多いと感じる。軽い言

い合いでも傷ついている場合もある。学校でのトラブルはその日のうちに解決しないと次の日の

登校しぶりにつながるので、先生がその場でしっかりと注意して謝る所までもっていってほしい。

悪口を言ってる人の仲間にならない、ダメなことはダメと言える勇気を身につけて欲しい。

今回いただいたご指摘を踏まえ、機会を見逃すことなく子どもたちの心の状態に寄り添い、

場合によってはその場での指導や謝罪までしっかり行うことの大切さを再確認いたしました。

今後とも、ご家庭との連携を大切にしながら、子どもたちがよりよい人間関係を築き、安心

して学べる環境づくりに努めてまいります。

・卒業生が気軽に小学校を訪れることができるよう、運動会の他にイベントがあればいい。

卒業生と学校とのつながりを大切にしていきたいという思いは私たちも同じです。いただ

いたご意見を参考にしながら、今後の行事や学校運営の中で何らかの形で取り入れられないか、

校内で検討を進めてまいります。

・浅小ホームページに掲載される子供達の学校での写真が去年よりも少なくなった。もっと普段

の様子を見られたらいいかなと思う。

学校報やブログで児童の様子をお伝えしてまいりましたが、更に多くの活躍をお届けで

きるよう検討してまいります。


